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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学 
キーワード：遠隔教育，LMS，教育メディア，教育システム 
 
１．研究計画の概要 

働きながら学ぶ社会人を対象とした遠隔

大学院における入学から学位取得までのト

ータルな遠隔教育システムを教育内容，教育

方法，運用の側面から検討する必要があり，

これをカリキュラム運用のキューブモデル

として開発する。すなわち教育内容としての

①体験型演習，②実践型課題，③知識提供型

コンテンツの構成，教育方法としての④メデ

ィア利用法，⑤教材開発法，⑥学習設計手法，

運用としての⑦コース(科目)の配置，⑧受講

パターン(修業年限や履修モデル)，⑨運用支

援体制の各要素を立体的に検討評価する枠

組の構成を必要とする。 
さらに，上記①～⑨の要素は，遠隔教育を

支える ICT 基盤としてのテレビ会議等の同

期と VOD 等非同期のシステムと密接に関係

づけられるため基盤としてメディア統合型

LMS の活用を前提としつつその機能の改善

を図るものとする。具体的な研究内容を以下

に示す。 
(1) 働きながら学ぶ現職教師に適する教育内

容の開発 
(2) インターネットを用いて自宅や職場等で

の学習に配慮した教育方法の開発 
(3) 遠隔大学院の入学から学位取得までを見

通したカリキュラム運用の開発 
(4) インターネット型の大学院における情報

基盤としてのメディア統合型 LMS の機

能改善 
(5) 遠隔大学院のカリキュラム運用キューブ

モデルに基づく教育システムの開発 

２．研究の進捗状況 
働きながら学ぶ現職教師を対象とした遠

隔大学院を実施する岐阜大学大学院教育学

研究科のカリキュラム開発専攻，教科教育専

攻を実践検証フィールドとし，入学から学位

取得までのカリキュラム運用を調査分析し

て教育内容，教育方法，カリキュラム運用に

ついて留意すべき特性を明らかにしてきた。 
たとえば，教育方法においては働きながら

学ぶという学習者特性に対しては「のびちぢ

みする講義室」概念による学習者理解に基づ

いたインタラクションを授業設計に導入す

ることで効果的な遠隔授業を実施可能とな

ることを指摘した。このインタラクションは

テレビ会議の同期システムに加えて掲示板

等の非同期システムを併用するものである。

また，働きながら学ぶ学習者は，非同期シス

テムのみでの学習継続が困難な状況の出現

頻度が増加しやすくなり学習進行を管理す

るための期間指定による分散学習や相互作

用を設定する必要があり，テレビ会議の同期

システムという時間指定(制限)の要素が暗黙

的に機能していることが推察された。実際の

運用ではテレビ会議を自宅や職場から実施

するに際しては通信上の制約が多くなるが

個別対応は困難であり VPN 導入により円滑

に対応可能とすることを提唱した。 
さらに，入学から学位取得までの 2 年間の

仲間意識の形成について調査し初期の非対

面における高機能テレビ会議と LMS の組み

合わせで仲間意識を向上させることは可能

であるが，数か月を経過後は低下傾向を示す。
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この時期に対面講義を設定することで仲間

意識は飛躍的に向上し，終期ではテレビ会議

が仲間意識の維持に優位で LMS は補助的な

役割となることを示した。 
これらの知見を踏まえて，働きながら学ぶ

現職教師のためのカリキュラムモデルを提

案している。ここでは遠隔教育を補完的な手

法として位置付けることなく，学校等の教育

実践フィールドを維持したまま学習，研究す

ることの優位性を提唱し，育成すべき人材像

を「実践研究者としての教師」としてカリキ

ュラムを検討したものである。 
 

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

研究計画の具体的研究内容に示した(1)～
(4)についてほぼ順調に進展しており，(5)につ

いては働きながら学ぶという優位性を遠隔

教育に取り入れたモデルを検討しており，こ

れを検証する段階となっている。 
 

４．今後の研究の推進方策 

働きながら学ぶ現職教師のためのカリキュ

ラムモデルを提案し，受講者に対する調査分

析を踏まえて成果と課題を検証することと

する。さらに，これまでの研究成果をカリキ

ュラム運用のキューブモデルに示した観点

から再整理することを試みる。これにより，

働きながら学ぶ社会人を対象として入学か

ら学位取得までのトータルな遠隔教育シス

テムのモデル化を行う計画である。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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